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岡 本 哲 弥
1研 究の背景 と問題意識
今日,杜会のあらゆる分野にデジタル情報化が浸透 してお り,流通の分野 も
例外ではない。電子商取引はその典型例であるが,そ れ以外にも小売業におけ
るPOSの 普 及や企業 間の取 引 に関わ る製販統合,SCM(SupplyChain
Management)も情報化によって支えられている。同時に,グ ローバル化 も急
速に展開している。フランスのカルフールが2000年に幕張に日本第一号店を開





一方,今 日の長引く経済不況の中で,小 売 ・卸売業のほとんど全ての産業分類





























流通 ・マーケテ ィング研究が20世紀初頭 に始 まって以来,機 能的 アプローチ
に よって実に多 くの流通機能表 が作 成 され てい る5〕。流通 機能 と して,あ る学
3)Shaw,A、W、、50規8'竹》δ加♪'～∫"～ルfαrた8'Dゴ5'r晒z'"oノ',HarvardBusinessPress,1915.(伊藤 康
雄 ・水 野 裕 正 訳 『市 場 配 給 の 理 論1文 眞 堂,1975年)な お 全 四 章 中 の 後 半 三 章 分 が1912年8月 の
Q!``～惚 プ砂 」侃 川認 げ 翫o♪酬 η齢 誌 に掲 載 され た もの で あ る,,
4)荒 川 祐 吉 『マー ケテ ィン グ ・サ イエ ンス の 系譜 』 千 倉 書 房,1978年,60ペー ジ。
5)矢 作 敏 行 丁現 代 流 通 理論 とケ ー ス で学 ぶ 」 有 斐 閣,1996年,28ペー ジ。
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者は5つ をあ げ,他 の学者は120をあげている61。そ こで,ま ず米国:および 日本
における代表的マー ケテ ィンゲ論者 の流通機能表の系譜 を辿 る訟。
1米 国における流通機能表の展開
アメリカで,A.W.Shawによって最初 の本格的な マー ケテ ィング研究 と評
価 され る論 文 「マ ーケ テ ィン グに関す る若干 の諸 問題(SomeProblemsin
MarketDistribution)」が1912年8月にQuarterlyJoumalofEcon(〕micsに発
表され,流 通機能 の研究の契機 とな った。 ここで は,こ のA、W,Shawを含む
8名の米国のマーケテ ィング研究者の流通機 能表 を取 り上 げる。
(1)A.W.Shawの機能表(1912年)B)
AW.Shawは,中 間商 人の排 除傾向を論ず るため に,中 間商 人の機 能91を




4,販 売(商 品 につ い て の ア イデ ィアの伝 達)(selling(commul崩cad(1》nof
ideasab・utth(19・・ds))、
5.収集,分 類お よび再発送(assembling,assortmellt,andre-shippl:1g)
これ らの中間商人の機能の中で危険負担,商 品の輸送,金 融,販 売 においては,
保険会社,運 輸会社,銀 行,広 告代理店 とい った機能的中間商人の発達 によ 妖
6)久 保村隆祐 ・荒川祐吉編 『商業学 現代流通 の埋論 と政策』有斐閣,1974年,103ペー ジ,、
7)本 稿 と同様 に流通機能表の史的展開に着圖した先行研究 としては。雲英道夫 「流通機 能へ のア
プローチ」 博 修 商学論 集』専修大学学会,第46号,1988年,兼村栄哲1流 通機能概念の再検討」
『産業経 済研究』久留米大学,第36巻第3号,1995年,金亨沫 「流通の概念 と流通機能論に関す
る諸説の考察」 『商学論纂』 中央大学,第40巻第5・6号,1999年などが挙げ られ る,
8、Shaw,ψ儒.,(邦諏9ペ ージ,」
9)雲 英 は,「ShiiWの示 した機 能分析 は,中 間商人のぞれで あった.と はい え、機能の解明 は客
観的に行 われ,か つ,機 能的 中間商 人と して保 険会社や運送 会杜,そ れ に銀行な ども扱われてい
る.ま た じし中間商 人の機能"に 続 く項では生産者が中間商 人を排除す る場合の生 産者の販売機能,
販売 員や広告 につ いて も触れ られてい るので,そ の分析 の視点 を ミクロ=個 別経済的視点 と考え
るこ とは妥当ではあるまい。」 と反論 してい る、雲英,前 掲論文,33べ一 ジ。
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次第 に中間商人の地位は低下 したが,収 集,分 類お よび再発送 において中間商
人の重要性 を保持 してい ると論 じた101。
(2)L。D.H.Wddの機能表(1917年)IP
L.D.H,Weldは,A.W、Shawの影響 を受 けて,し か し商業者 の機 能で は






5,再調整(分 類,格 付 け,分 割,包 装 な ど)(rearrangement)
6.販売(selling)
7、輸送(tranSI)orしation〉
その上 で,工 業製品 の生産者が流通機能をかな り多 く担 鞘す るの に対 して,農
産物 につ いては流通経路が複雑であ り機能的専 門化が進 んで いると特徴づ けた。
そ して,こ れは農 産物 は多 くの流通危険を含み,保 管 の必要性 も高 く,収 集,
再調整,販 売 な どの機能 もよ り多 くの商業者や機能 的商業者 に任 されてい るた
めである としている1%
(3〉P.T.Cheringtonの機能表(1920年)13,
P.T,Cheringt・nは.「流通 の本質 的活動 は,交 換 に よって所有 権 の移 転 を
もた らす との考 えの下で,全 流通活動 にお けるその本 質的活動 は,売 り手 と買
10)Shaw,o吟`1池,(邦訳54べ一 ジ)。 中 間商 人 の排 除 傾 向 につ い て は,卜 記 文献 に 詳 しい,,近藤 文
男 『成立 期 マ ー ケ テ ィン グの 研 究 』 巾央 経 済 社,1988年,68-72ベー ジ,尾 崎 久 仁 博 「111間商 人
の排 除 と チ ャ ネ ル ・タ イ プ の 選 択 理 謝(陶 山 計 介 ・高 橋 秀 雄 編 「マ ー ケ テ ィ ン グ ・チ ャ ネ ル







い手 を取引可能 な状 態 に結 びつ けるこ とで ある」14)とした ヒで,並 列列挙型 の












収 集 ・分 散(assembhng,disbursing)
格 付 け ・等 級 化(g1・ading,classing)
貯 蔵(storage)





P.T,Cherhlgtonによる流通機能 の取扱い に暗示 されてい る思考 は,流 通機
能 に内在的な諸機 能を遂行す るために流通諸機 関は組織 され るとい う ものであ
る!呉》。 この点でCheringtonの流通機 能論が高 く評価 され るのであ る。
(41EE.Clarkの機能表(1922年)乳6,
F.E.Clarkは,L,D,H.Weldの分類 をそのまま踏襲 しなが ら,流 通 機能 を
大 きく3つ に区分 し.さ らにその中を小分類す る構造に定式化 してお り,下 記
の機能表 を示 した17)。L.D.H、Weldが再 調整(rearrangement)とした機能 を
F.E,Clarkは標 準化 と置 き換 えている。 これ は,現 在 定着 してい る3範 疇 分
類の原型で ある。
14)1δf4,P.9.
15)Rartels、R..TんH,5`θ削 〔ゾMαr乏♂,ゴ"g丑側g庶3rded.,H(》τ玉zons,lnc.,1988,(山中 豊 国 訳
『マ ー ケ テ ィ ング学 説 の発 展 』 ミネ ル ヴ7書 房,1993隼、218ペー ジ。)
16)C1肛k,F.E.,P7'灘ψ傭 げM鮮 α々"縣TheMacmillanCompany,1922,p,11、(緒方 清 ・豊 喜 訳
『売 買 組 織 論 上 ・下 巻』 丸 善,1930年。)
17〉 但 し,ig42年に は 「補 助 的 また は 促 進 的 機 能 」 に 「市 場 情 報 」 が 追 加 さ れ た。GarkF.E,&
Clark,C.P.、Pアゴ,κψ'85`ゾル11伽置'ア,8『1『heMacmmallCampε1ny,1942,p、13.
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1.交 換 機 能(funetionsofexchange)
(1)需 要 創 造(販 売)(demandcreation(selling))
(2)収 集(購 買)(assembly(buying))
2.物 的 供 給 機 能(functionsofphysicalsupply)
(1)輸 送(transportation)
(2)保 管(storage)
3.補 助 的 ま た は 促 進 的 機 能(auxiliaryorfacilitadngfunctions)
(1)金 融(financlng)
(2)危 険 負 担(risk-takillg)
(3)左票準 化(standardization)
F.E,Clarkは「流 通(mark(}ting)は,商品 所 有 権 の 移 転 を 遂 行 す る 努 力 と
そ の 物 的 流 通 を 取 り扱 う行 為 に よ っ て 成 立 す る 」18)とし,特 に,所 有 権 の 移 転
は,需 要 創 造(販 売)お よ び 購 買 活 動 の 過 程 か ら 成 り立 ち,交 換 機 能 と呼 ぶ こ
とが で き る 。 さ ら に 需 要 創 造 は 現 代 マ ー ケ テ ィ ン グ に常 に 関 わ る と し,需 要 創
造 機 能 の 重 要 性 を 強 調 して い る191。
F.E.qarkは こ の 流 通 機 能 表 を も と に,農 産 物,原 料 品,製 造 品 の 三 商 品
に 大 別 し,商 品 別 の 流 通 の 特 質 を 機 関 別 に 論 じて い る。 し た が っ て ,機 能 的 ア
プ ロ ー チ は 商 品 別 ・機 関 別 ア プ ロ ー チ を 集 合 ・総 合 す る も の と し て 位 置 付 け る
こ と が で き る20)。
(5)P,Whiteの機 能 表(1927年)2】)
P,Whiteは,F.W.Tayl・rの科 学 的 管 理 法 に 影 響 を 受 け,そ の マ ー ケ テ ィ
ン グ 管 理 へ の 適 用 を 志 向 した22》。 そ の 中 で,彼 は 生 産 か ら 消 費 ま で の フ ロ ー を
18)Clark,・μ 鉱,P.1.
19)ノ姐,PP.10-14.
20)若林靖 永 「マ クロ ・チ ャネル論 にお げる機能 的ア プローチ と制度二L義的 アプローチ」(陶山計
介 ・高橋秀雄編 『マー ケティング ・チ ャネル 管理 と展望』 中央経済社,1990年)150ベー ジ。
21)White,Pり5ぐ1ε"姫`ハ4`」プ々 8'囎ルf4刀α8θηε,π1廊翫 刀ψ 傭`～π4M8`h幡,HarperandBrotheτs.
1927,pp、72-75.
22)P.Whlteの科学的 マー ケテ ィング管 理論 につい ては次の 文献 に詳 しい、 薄井和 夫 『アメ リ
カ ・マー ケテ ィング史研究 マー ケテ ィング管埋論 の形 成基盤一 』大 月書店。1999年,/
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意 識 し,次 の よ う に マ ー ケ テ ィ ン グ 機 能 を 分 類 し た 。
L集 中 機 能(functionof()oncelltrationl)
(1)収 集(assembhng)
(2)格 付 け(grading)
2.分 散 機 能(functionofdispersiol1〉
(1)需 要 創 造(demandcreatio11)
(2)マ ー チ ャ ン ダ イ ジ ン グ(merchandising)





した が っ て.彼 の 機 能 表 は,個 別 企 業 レベ ル の 流 通 機 能 で あ る 、、
(6)P.D.C・nv(!τse,H.W.Huegy&R.V.Mitche11の機 能 表(1958年)23、
P.D,Converseらは,所 有 権 の 移 転 財 の 移 転 に 加 え て,ミ ク ロ レ ベ ル の 市
場 管 理 の 機 能 に も焦 点 を 当 て 次 の よ う に 機 能 表 を 提 示 した2"。









二 一 ズ の 決 定(determiningneeds)
需 要 の 創 造 ま た は 刺 激(creatingorstimulatlngdemand)
買 い 手 お よ び 売 り手 の 発 見(価dhlgbuyerandsellers)
価 格 及 び 取 引 条 件 の 交 渉(negotiatingpricesandterms)








(7)所 有 権 の 移 転(transferringtitle)
(8)危 険 負 担(riskillg)
2財 の 移 転(場 所 お よ び 時 問 効 用 の 創 造)
Placeandtimeutility))
ま た,







格 付 け(標 準 商 品 と の 差 異 に つ い て の 検 査 及 び 試 験)(grading
(inspectingandtestingasdistinctfr・n・utility))
政 策 の 策 定(formulatingp(》1i(lies)
組 織 の 準 備(providingorgallization)
施 設 の 準 備(providingequipment)
監 督(supervislng)
金 融(資 本 調 達,信 用 供 与,代 金 回 収)(f㎞ancing(providingcapit-
a1,acceptingcredit,makingc・llecti・ns))
血gandresearch)




TA.Staudtは,「 マ ー ケ テ ィ ン グ 努 力 は 洞 察 力 に 溢 れ,創 造 的 な マ ー ケ
テ ィ ン グ 管 理 機 能 の 遂 行 を 通 じて 調 整 さ れ る 」3G)とし.ミ ク ロ レベ ル の 機 能 表
を提 示 し た 。
1.市 場 描 写(marketdelineation)
2.購 買 動 機(purchasemotivation)
3.製 品 調 整(productadjustment)
4.物 的 流 通(physicaldistribution)
5.情 報 伝 達(c・mmunication)
6.取 引(trallsactiOI1)
7.取 引 後 活 動(posttransaction)
こ の 機 能 表 に お い て は,危 険 負 担 機 能 は 取 引 機 能 に 包 摂 さ れ て お り,ま た,
最 大 の 特 徴 は,取 引 後 活 動 が 流 通 機 能 表 を 構 成 し て い る 点 に あ る 。 取 引 後 活 動
は,商 品 の 満 足 を 保 証 す る 活 動 と,そ れ 以 後 の マ ー ケ テ ィ ン グ を 継 続 的 に 有 効
に す る た め の フ ィ ー ド ・バ ック か ら 構 成 さ れ る271。
(8〉E.J、MacCarthyの機 能 表(1978年)28)
E.J.MacCarthyは,一般 的 流 通 機 能 に つ い て は 合 意 さ れ て い な い け れ ど も ,
下 記 の 機 能 類 型 が 最 も広 く受 入 れ ら れ て い る と し た 。
1.交 換 機 能(theexchangefunct隻on)
(1)購 買(buyln9)
(2)販 売(selling:)
2.物 的 流 通 機 能(thephyslcaidistributiollfullctiol1)
(1)輸 送(transporting〉
〔2)保 管(storing)









(4)危 険 負 担(risk・taking)
















る 「祉会的機能説」341の立場から,「配給組織の機能 もまた杜会過程 において無
意識的に自然発生的に,一つの社会経済現象 として発揮せられるものであって,
29)向井鹿松 『配給市場組織一 財貨移動 の杜会的組織一 』 丸蒋。1928年、
30〉日本で壱よ1960年代頃 まで.今Rの 「流通」 を意味す る用語 として 「配給 」が用い られていた.














一 機能 一 能続 灘1
配給 機 能
(5)場 所 的 機 能
(6)時 間 的 機 能
曳副 次 的機 能 ・(7)金 銭 的 機 能
(8)危険 負 担 機 能
,(9)商品 標 準 化機 能







35)谷 口,前 掲 書 『配 給 組 織 論 』,68ペー ジ。
36)同 上書71-72ベ ー ジ,、
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わち個別経済的機能,部 分的 ・社会的配給機能,全 体的 ・社会的配給機能がそ
れぞれの関係において意識性の有無と配給組織概念との関連 において的確に示
されている」 とし,流通機能の意識性を認識 している点を評価 している371。
(3)鈴木保良の機能表(1962年)3呂)
鈴木は,「商業機能を考察するに当って,祉会経済的見地からの解釈 と,経
営経済的見地か らの解釈とを区別 しなければならない」39)とし,第3図 のよう




能は財貨を物(価値に対して)と して移動せしめる作用である」 と規定 している、,












37)荒 川祐 吉 『現 代 配 給 理 論』 千 倉 書 房,1960年.195ペー シ.
38)鈴 木 保 良 『商 業 経 済論 』 泉 文 堂,1962年、53ペー シ。
39)同lr書,52ペ ー ジ,、
40)同 上 書,51ペ ー ジ。










1〔 欄 傍 働臨 の繊 化
・観念剛1灘 欝 売〕 、管理1
一lll灘1記1灘1}糀






























(2)保管機能(保 管 ・貯蔵活動,流 通在庫活動,在 庫統制活動)
(3)荷役機能(積 込み活動,荷 卸 し活動〉








44)田 村iL紀 「商 業 部 門 の 形 成 と変 動,1(鈴木 安 昭 ・田 村 正 紀 『商 業 論 』 有 斐 閣,1980年)48ペー
45〉L.P、B姐cklinはミク ロ経 済 学 を 用 い流 通 経 路 構 造 の研 究 を 進 め る に 当 た り,伝 達 機 能,所 有
権 機 能 、 在 庫 機 能,保 管 機 能,生 産 機 能 の5つ の 機 能 を提 示 した 、生 産 機 能 を含 め る理 由 は,代
替 可 能 性 の 原 理 が 生 産 に も 当 て は ま るか らで あ る と し て い る 。Buckhn,LP.、Th6・'ッ`ゾD'5・
`rゴ伽iθ,～C1,``,,～～8i5微`如dnstitute〔》fBusiIle8sandEc・n・micResearch.University・fCahf・r・
11ia、1966.(田村 正 紀 訳 『流 通 経 路 構 造 論 』 千 倉 書 房 、1977年,16-24ヘー ジ、)
46〉 但 し、2001年の 著 書 で は 「在 庫 機 能 」 と 「輸 送 機 能」 を 統 合 し.「物 流 機 能jと して い る。 田











鈴木も,田村 と類似の機能表を展開している捌。但 し,田村は流通金融 を危
険負担機能に分類 しているのに対 し,鈴木は所有権(移 転)機 能に含めている
という差異がある。また陶山は,田村の機能表を修正 し,「品揃え機能(複 数











47)田 村,同 上 書.19ペ ー ジ、
48)鈴 木 安 昭 『新 ・流 通 と商 業 「改訂 版]』 有 斐 閣,1997年,t8ペー ジ。

























50)若 林,前 掲 論 文.147ペ ー ジ,、
51)田 村,前 掲 書 『流 通 原理 』,23ペー ジ。
52)矢 作,前 掲 書,147ペ ー ジ、)
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ない し役割 を遂行す る。流通 システム も取引,運 送その他の機能 よ り成 る流通
活動を営み,そ れ によって上位 システムで ある経 済システムにお げる生産 と消
費の問の懸隔を架橋 し,所 有的 ・場所 的 ・時 問的な どの価値 を創造す るとい う
役割を果たす」5篭:としている。
この牛産 と消費の間の懸隔 に着 目する と,そ の古典的 な定式化 を行 ったのは,
W.Mchnesであ る。 彼 は,「空 問(space)」「時 間(time)」「認 知(情 報)
(perception(information))」「価 値(valll呂tion)」「所 有(ownership)」と し
た鋤。 また,田 村 も,「経済 において流通が果 た して いる役割 は,生 産 と消費
との懸隔(へ だた り)を 架橋 す るこ とで あ る」55)とした上で,懸 隔 の種類 を
「空間」「時 間」 「情報」 「所有」「価値」の5つ に区分 してい る5%こ れは,W,
Mclnnesと同一・の見解であ る。
しか し,流 通機能表 同様,生 産 と消費の懸隔について も,論 者 による差異が
ある。例 えば,鈴 木は 「生産 と消 費の間 に生ず る隔た りを橋 渡 しす るこ とが流
通 の果たす社会的役割である」 とし,流 通の 目的については先 の論者 と一致 し
ているが,懸 隔の種類 を 「所有 」「空間」「時間」「量 と組合せ」「情報」 に分類
してい る5ア1点で相違があ る。
米国のE.J.McCarthyは,生産部門 と消費部門 の分離,懸 隔 を 「時間」「空
間」 「情報」「価値」 「所有権」 「量」「品揃え」 とした上で,「マ クロ流通 システ
ムの役割 は これ らの分離 と懸隔を架橋す るために必要 な流通能力 を提供 し,そ
れ故,生 産者 と消費者 の間 の多様 な供給 と需 要の効率 的斉合 を担 うこ とであ
る」58'としてい る。















久 保 村 ・荒 川 編,前 掲 書 、104ベ ー ジ,
Mclnnes.W.、'一AConceptualAppmachtoMarketing}'lnTんr〃Iy'ノ～ ル∫ご～'如≠〃,ged.byCox,
R.、Alderson,W..Shapiro、S,」,.1964.pp.57-6(}.
田 村,前 掲 論 文 「商 業 部 門 の 形 成 と 変 動 」,43ベ ー シ,,
同 上 書,44ペ ー ジ 。
鈴 木.前 掲 書,4-5ペ ー ジ.
P》icCarthy.o吟`".,P、19.
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橋」 と言 って良いだろ う。 しか し,生 産 と消費の懸隔の捉え方には相 違があ り,
それは 「量 」「品揃 え」 を懸隔 に含め るか どうか の差で あ る。 この相 違は,あ
る一商品だけに着 目 した場合の懸隔であ るか,複 数 の商品 を対象 とした場合 を
も含めた懸隔であるのか に依存 してい ると考 え られ る。
こうした生産 と消 費の懸 隔 と個別 の流通機能を対応付 ける試み もなされて き
た～91が,流通機能表に も懸隔の種類 に も論者に よる違 いが存在 しているため,
一致 した見解 には到 っていない。
いずれ に して も,こ の ような生産 と消費の懸隔の架橋が流通の役 割であ り,
流通機能 の目的 は生産 と消費 を架橋 す ることで ある。
(2)流通 フロー と流通機能
次 に,流 通機 能 と密接 に関わ ってい る概念に流通 フローが ある・上記の よう
な生産 と消費の間の懸隔を架橋す るには流通 フローが必 要 となる。流通 フロー
に関 して,古 典的定 式化 を した のは,R.S、Vaile,E.T.Grether&RC{)xで
あ り,彼 らは,第4図 に示 されているフローの組合せ として流通(Marketlng)
を考 える ことによ って,流 通 チ ャネルを理解で きる とした6%彼 らは,8つ の
流通フローを提示 しているが,そ れ らを流通要素 と しての同質性 か ら整理す る
と,商 品(PhysicalP。ssession=物的 所 有),所 有 権(Ownership=所有権,
Risklng=危険負担,Orderlllg=注文),情 報(Promotion=販売促進 、Neg。Ua-
tion=交渉),資金(Financing=金融,Payment二支払い)の ように分類す る こ
とがで きるだろ う。
田村 は,「流通 フロー とは,生 産部 門か ら消費部 門へ の取 引の要素の流れで
あ る。 それ は,所 有権,商 品それ 白体,資 金,情 報 などの流れか ら構成 されて
い る」 とし,商 流,物 流,資 金流,情 報流の4つ の要素 フローを取 り上 げた。
59)田村,前 掲論麦 「商業部門 の形成 と変動」,49ペー ジ,兼 村,前 掲論 文,493ベー ジ,雲 英,前
掲 論 文,48ペ ー ジ,原 田 俊 夫 「商 業 学 の 性格 」(久 保 村 隆 祐,原 田俊 夫 編 『商 業 学 を 学 ぶ[第2




第4図 流 通 フ ロー(Flowsinmarketing)
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RollaldPressCompany,1952,P.113.
つま り,流通機能が遂行 されることで,商 流,物 流,資 金流,情 報流とい













した論者 は,P、White[1927]であ り,それは 「伝達(communi(⊃atiol1)」で
あった、,彼は 「伝達,す なわち市場情報の交換は,領 域が拡大するにつれて,
ますますマーケティングの重要な一部分になっている。販売部門と企業の支店







「助言(財 およびサー ビスの買い手の二一ズヘの適合)」などが含まれ,企 業
から消費者への一方向の情報伝達に加えて双方向のコ ミュニケーションも付
加 されている。T.A.Staudt[19621は,「伝達」は取引に対 して先行性を持












62)橋 本 は独 占資 本 主 義 の販 売 過 程 を マー ケテ ィン グ過程 と して捉 え,事 前 取 引 過 程,取 引 過 程 、
事後 取 引過 程 に 区分 した。 橋 本 勲 『販 売 管 理 論」 同 文 舘,1983年,16-20ペー ジ。
63)StFludt,oかfπ.,P,39{).
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ミュニケー シ ョンに加 え,製 品差別化の要請 とほぽ同 じ時期 に,消 費者情報を
始 め とす る市 場情報へ の関心が高 ま った。F.E,Clark「1922]には,情 報 流通
機 能は取 り上 げ られて いなか ったが,F.E.Clark&C,P.Clark[1942]では,
補助 的または促 進的機能の一つ に 「市場情報(そ の収 集 と解釈)」が追加され
た。また,P.D.Converseetal.[1958]の機能 表 「市 場管理 」 の中に 「会
計 と調査 による情報収集」 があ り。予算や市場調査 に も言 及 している6弔。T.A.
Staudt[1962]は,「取 引 後 活動(posttransaction)」の 一つ と して,以 降 の
マーケテ ィングにおけ るフィー ドバ ック情報の重要性 も指摘 している69、、
日本 にお ける鈴木[1962]の機能表で は.「観念財流通 」 と して 「人的媒 介
流通(人 的販売)」 と 「物 的媒介流通(広 告)」の二つの機能 しか取 り上 げ られ
ていなか ったが,そ の後 の鈴 木[1967]では 「観念的媒 介調 節(市 場調 査)」
が追加 され てい る1561。また,久 保村[1974]の機能表で は,「需給接 合」の範
疇の中に 「市場評価」 を上げてい る。
この ことは,消 費者 を中心 とす る市場情報 を企業が積極的 に収集す る必 要性
が高ま った ことを示 してい る。
以.ヒの通 り,マ ーケテ ィング成立期は主に人的販売や広告 を通 じての情報伝
達が中心であ ったが,歴 史性の 中で,消 費者 との コ ミュニケーシ ョン,市 場 情
報 など,情 報流通機 能全体 として取 り扱 う範 囲を拡大 して きた.同 時 に,情 報
流通の方向性 に関 して,企 業か ら消費者に向けての一方向の情報伝達だ けで は
な く,市 場情報機能の登場 によって市場か ら企 業に向けての情報流 の必要性 竜
高 ま った ことを示唆 している。
E.J.McCarthyが「市場 情報機 能 は,マ ーケテ ィング活動 を計画 し,実 施
し,管 理 す るため に必要 な情報 の収集 ・分析 ・伝達を含む押 と指摘 している
ことか らも,情 報流通機能がマーケテ ィングにとって重要な位置付けを与え ら
64)Converse.HuegymdMitchel1,ρみ`鉱 pp.216-218.
65)Staudちoゑビ鼠,p.391.
66)鈴 木 保 良 『商 業 学 』 束 洋 経 済 新 報 杜,1967年,29ペー ジ。
67〉MacCar仁hy、oμ`舷,p.21.
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れ てい ると言え るだろ う、,
2情 報流通と生産と消費の懸隔
これまでに,流通機能表の系譜から情報流通機能の役割が拡大していること










































IVお わ り に




69)矢作敏 行 「「モ ノ」 と情報 の相 互作 用」(矢作敏行 ・小 川孔輔 ・吉旧健二 『製 ・販統合 マーケ














一方,今 日の流通における情報流は,上記の情報流通機能が取 り扱 う流通情
報だけでなく,各流通機能の遂行に伴い生成される情報も対象になる。そして,
この後者の流通情報は,流通機能の遂行のマネジメントや意思決定,ま た製販
統合やSCMな ど昨今注目されている流通における取 り組みにおいて も重要な
役割を果たしている点が指摘された。そのような中で,流通機能の遂行によっ
て生成される流通情報は,時 問的懸隔の架橋に寄与する場合 も存在する。
情報技術が進歩するなかでは,流通情報の情報化は流通機能の遂行様式や流
通機能の機関分担関係 に大きく影響 していることが予想される。今後,本稿で
の考察を踏まえ,流 通機能の機関代替性の視点に立ち,流通情報の情報化に
よって流通機能の遂行様式がいかに変化 し,さらにそれが流通機能の機関分担
関係 とどのように関係するのかという点を理論的に把握する流通機能論の枠組
みを構築する必要があろう.その際 情報化の対象 となる流通情報は何である
のかを整理 した上で,議論を進めることが重要であると考えられる。
